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１．事業の位置付け 事

○ ハード ● ソフト

【委託： 3セク・財団 企業 ＮＰＯ ○ その他　】 【協働： 】

２．事業の検証

■ 活動指標、成果指標

事業を実施するにあたり、指標
及び目標値を設定し、これに基
づく実績値を示しています。

活動指標：どのような活動を行
うのか、どのようなサービスを
市民に提供するのか等、行政が
行う活動量を表す指標。

成果指標：実際に行う活動や提
供するサービスの結果、どのよ
うな効果をどれだけあげること
ができるのかを表す指標。

■ 総合計画の位置づけ

「平塚市総合計画　生活快適
夢　プラン」における位置付け
を示しています。

健康・こども部　青少年課

実施計画事業の取り組み状況まとめ　見方　　【表面】

指標名 青少年指導員の活動率 単位 ％

地域から選出された青少年指導員が、行政とともに青少年へ
の指導・助言や、地域行事のサポート、環境浄化活動などを
行い、明日を担う青少年の健全育成と、それを実現できる環
境をはぐくんでいます。

青少年健全育成を地域ぐるみで推進するため、地域人材を青
少年指導員に委嘱し、地域行事への協力や青少年への指導な
どを推進するとともに、研修会などを実施することにより指
導員活動を支援します。

活動指標①

指標名 理事会・総会開催回数 単位 回

説明・算定式

平成20年度

指標名 単位

事務事業名
事業担当

目的・目標 事業の概要

事業種類

平塚市総合計画　平成19年度から平成22年度における実施計画事業の取り組み状況まとめ 1

対象・受益者 青少年 事業期間
委託、協働 市民・自治会等

青少年指導員活動事業

総合計画の
位置付け

'01 基本目標１　　豊かな心をはぐくみ、よろこびとふれあいにあふれたまち
'01

1 いのちを大切にする心をもち､社会性や規範意識を身につける環境をつくる
根拠法令等

①〈人間力〉　一人一人の心のやさしさ、学ぶ意欲、生きる力をはぐくむ
'01

平成22年度平成21年度

活動指標②

平成19年度
6
66 7

7 6

目標

実績

平成22年度

7

目標

実績

平成19年度 平成20年度

説明・算定式

7

平成21年度

□ 市民ニーズ

□ 事業目的の達成状況 高
■ 市の関与の必要性 低
□ その他

□ 上位施策への貢献

□ 市民満足度を高める方策 高
■ 継続による成果向上の可能性 低
□ その他

■ 事業の目的、対象、内容

□ 受益者負担、補助額 高
■ 業務の執行体制（人員配置、業務分担） 中
□ その他 低
□ 業務プロセス改善による効率化の方策

□ コスト削減の可能性 高
□ 事業手法（民活の余地、事業形態の検討） 中
■ その他 低

■ 説明・算定式

指標の説明を要するものについ
て記載しています。

５段階評価の場合、「５」が最
も高い評価となります。

３段階評価の場合、「３」が最
も高い評価となります。

■ 事業分析

事業を「必要性」「有効性」
「妥当性」「効率性」の４つの
観点から分析しています。

単位

説明・算定式

成果指標①

指標名 青少年指導員の活動率 単位 ％

説明・算定式
（実際にイベント等で活動した期間（月を上中下旬に３区分した期間）の数÷（12か月×３期間×
28地区））×100

75
実績

目標

青少年指導員の活動は、次世代育成や環境浄化に非常に
効果があり、子ども大会や成人式等の青少年育成事業の
運営にも欠かせない存在となっていることから、有効性は
高いと思われます。

本市の青少年指導員の人数は、他の自治体に比べるとや
や多いが、地区毎に行う事業の規模や、役員にかかる負担
を考慮すると、事業内容は妥当であると思われます。

分析の視点

○
○

●
○

県を中心に各市に同様の制度があり、市が関与することで
連絡体制も円滑化されていますので、今後も事業を継続し

 て行う必要があります。

項目 総合評価

必要性

成果指標②

指標名

有効性

妥当性

効率性

●
○

●

●
○
○

青少年指導員の活動は基本的にボランティアであり、地域
に居住する大人の中から選出されているため、地域内の事
情にも通じ、少ない予算の中で地域の青少年育成に貢献し
ていることから、妥当性は高いと思われます。

71.6 77.7 75.9 74.7
73 74 75

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

目標

左記の視点に関する分析・課題の抽出

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

事

業

分

析

実績



頁
３．年度別事業内容・決算額 （単位：千円）

４．事業展開の経緯

① ：予定どおり ① ：予定どおり ① ：予定どおり ① ：予定どおり

■ 事業内容・事業費

各年度に実施した事業内容及び
これに要した事業費を表してい
ます。
　事業費は当該年度予算の他、
継続費等その年度に執行した費
用の合算です。
　実施する内容がない場合、
「－」で表しています。
　事業費を要しない事業の場
合、「０」で表しています。

■ 人件費

各年度の平均給与より算出して
います。

実施計画事業の取り組み状況まとめ　見方　　【裏面】

■ 執行率

試算額（パブリックコメント実
施時）に対する決算額の割合を
示しています。

－

理事会５回、総会２回、
研修会を２回開催しまし
た。その他各地区で青少
年健全育成のための行事
等を開催し、青少年健全
育成の取り組みを地域ぐ
るみで推進しました

－

理事会５回、総会１回、
研修会を２回開催しまし
た。その他各地区で青少
年健全育成のための行事
等を開催し、青少年健全
育成の取り組みを地域ぐ
るみで推進しました

フルコスト　(A+B)

平成22年度事業分

－－
遅れている

理由

理事会２回開催。総会２
回開催。研修会を２回開
催。その他各地区で青少
年健全育成のための行事
等を開催し、青少年健全
育成を地域ぐるみで推進
することができた

理事会５回、総会１回、
研修会を２回開催しまし
た。その他各地区で青少
年健全育成のための行事
等を開催し、青少年健全
育成の取り組みを地域ぐ
るみで推進しました

平成21年度事業分平成20年度事業分平成19年度事業分

3,776
8,977

3,928
8,9169,688

県支出金
起債

その他　特財
一般財源

事業費　(A)
5,334
5,912
98.58
0.45
0.00

執行率　(%)
職員　(人)内

訳 再任用　(人)

4,988
93.46
0.47
0.00

5,201

0.00

97.45
0.45

国庫支出金

0.57
0.00
4,708
10,132

0
4,638 5,110

5,424

人件費　(B)

93.08

事業内容

0
財
源
内
訳 0

研修会などの実施

0
4,599

602
0

0
578
0

0
350
0

3,776

0
314
0

進
捗
状
況

0

2

研修会などの実施 研修会等の実施

平成２２年度
決算額

研修会などの実施

平成２１年度
決算額

平成２０年度
決算額

平成１９年度
決算額

Ａ Ａ Ａ Ａ

■ 検証結果

成果指標の目標値に対する実績
値の割合による評価です。

Ａ：成果があった
　　･･･９０％以上
Ｂ：おおむね成果があった
　　･･･７０％以上９０％未満
Ｃ：十分に成果をあげることが
　　できなかった
　　･･･７０％未満

■ 進捗状況

活動指標の目標値に対する実績
値の割合による評価です。

①：予定どおり
　　･･･９０％以上
②：若干遅れている
　　･･･７０％以上９０％未満
③：遅れている
　　･･･７０％未満
※進捗状況が②または③の場合
　のみ、遅れている理由を掲げ
　ています。

るみで推進しました。 るみで推進しました。

：成果があがった：成果があがった ：成果があがった ：成果があがった

主な取組と成果

することができた。 るみで推進しました。

検証結果

今後に向けた
課題

小学校区によっては子ど
もの数が増えており、各
地区の青少年指導員の数
の見直しを図る必要があ
ります。

平成21年度への展開 平成22年度への展開 平成23年度への展開 平成24年度への展開
青少年指導員の地区活動
そのものに問題はない
が、地区によっては子ど
もの数が増えており、そ
のため各地区の青少年指
導員数の見直しを図る必
要がある。

小学校区によっては子ど
もの数が増えており、各
地区の青少年指導員の数
の見直しを図る必要があ
ります。

小学校区によっては子ど
もの数が増えており、各
地区の青少年指導員の数
の見直しを図る必要があ
ります。


	H22実施計画事業のまとめ→指標４つ＆22年度までしか見せない

